
 

○人口減少・少子高齢化が見込まれる中、様々な面で課題に直面する恐れがあります！ 

 

 

例えば… 『人口・日常生活サービス』の面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
例えば… 『安全・安心』の面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

人口・日常 
生活サービス 

土地利用 安全・安心 財 政 公共交通 

各種区域が用途地域内に

占める割合 

【都市部】5% 
【中山間地域】42% 

都市部 中山間 

⇒住宅地にも災害危険性の高い場所があり、人的・物的被害のリスクが懸念されます。 

例えば…津久井地区（中野）圏内人口 

【2015】 3.8 千人 ⇒【2035】 3.3 千人 

例えば…東林間周辺の高齢化率（65 歳以上） 

【2015】 25.3 ％ ⇒【2035】 34.1 ％ 

都市部 2035 年 65 歳以上人口 中山間 2035 年総人口 

⇒人口減少で、生活に必要な施設が減って
しまい、買い物弱者が増えることが懸念
されます！ 

⇒高齢化で高齢者施設の需要が増えるも
のの、その後の人口減少で施設が過剰
になる恐れがあります！ 

 
安全・安心で快適な生活環境を実現するため、 
都市全体の構造を見直すことが必要なんだ！ 

■ 土砂災害警戒区域 
急傾斜地の崩壊等が発生した
場合に、住民の生命又は身体に
危害が生じる恐れがある区域 

■ 土砂災害特別警戒区域 
急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、
建物が壊れて住民の生命又は身体に
著しい危害が生じる恐れがある区域 

 

■ 洪水浸水想定区域 
想定した最大規模の降雨で河川が
氾濫した場合に、住宅などが水につ
かる浸水が想定される区域 

 

新しい考え方に立った都市づくりの必要性 
STEP 

１ 

減少率 

13％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※立地適正化計画とは 

○人口減少と超高齢化が進む中で、長期的視点で一定のエリアに誘導することで、持続可能なまち

づくりの実現を目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各部門別計画 

(交通、産業、環境、景観、 

公共施設、広域交流拠点 等) 

「総合計画」 

（基本計画） 

 具体的な都市計画 

 区域区分(線引き)、地域地区(用途地域など)、促進区域、都市施設(道路、下水道等)、 

市街地開発事業、地区計画等 

「総合計画」（基本構想） 

相模原市都市計画 

マスタープラン 都市計画区域の

整備、開発及び

保全の方針 相模原市 

立地適正化計画※ 

公共交通 
都市機能誘導区域にアクセスしやすくする公
共交通施設の整備を計画 

居住誘導区域 

居住誘導区域

内で設定 

都市機能誘導区域 
市街化区域等内 

で設定 

居住を誘導し 
人口密度を維持す
るエリアを設定 

生活サービスを誘導するエリ
アと、そのエリアに『誘導す
る施設』を設定 (医療、社会
福祉、子育て支援、商業等) 

※地域公共交通網形成計画で位置付け 

次期総合計画（H32～） 

新・相模原市総合計画 
（H22～H31） 

平成 22 年 4 月 
政令市移行 

社会情勢や環境の変化など、相模原市を取り巻く状況は大きく変化 

今後 20 年後を見据えた、長期的な都市計画の基本的な方針である 
「都市計画マスタープラン」の策定とともに、特に望ましい都市構造に誘導

していくための基本方針として「立地適正化計画」を策定 

相模原市都市計画 
マスタープラン 

(平成 22 年 3 月策定) 

10 年経過 

今 後 

都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の策定 
STEP 
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○エリア・拠点ごとに、『まちのイメージ』として将来の本市らしい生活の様子を整理します。 

周辺市街地エリア 集落エリア 自然調和エリア 

    
居住環境との調和を保ちつつ、工業地など適正

な市街地を形成 

職住近接の環境の中で戸建住宅などに住み、日

常生活に必要な施設は隣接エリアで補完しなが

らゆとりを重視した暮らし 

里地や里山の既存集落で戸建住宅などに住み、

地域コミュニティの中で農地・山林の維持・保

全に携わる暮らし 

市内外からの観光・交流が行われ、農地、山林な

ど自然に囲まれた中で、農林業などを営む暮らし 

まちなかエリア 
中心市街地周辺 地域拠点周辺 生活拠点周辺（都市部） 生活拠点周辺(中山間地域) 

    

にぎわいのあるまちなかの中高層住宅などに住

み、日用品から専門品まで幅広い買い物がで

き、オフィス、ホテルなど、高次の都市機能が

そろう都市生活を楽しめる暮らし 

駅の近くにある中層住宅や戸建住宅などに住

み、地域の中心で日常生活に必要な施設の多く

が身近な場所にそろう便利な暮らし 

駅や主要なバス停留所の近くにある戸建住宅な

どに住み、日常の買い物など生活に必要な施設

が身近にある便利な暮らし 

豊かな自然環境に囲まれつつ、都市部にアクセ

スしやすい駅やバス停留所の近くにあるゆとり

がある戸建住宅などに住み、日常生活に必要な

施設が確保された暮らし 

 

相模湖 
（与瀬） 

寸沢嵐 

金原 

中野 

城山 
（久保沢） 

藤野 
（小渕） 

三ケ木 

田名 

橋本 

相模原 

上溝 

淵野辺 

古淵 

相模 
大野 

小田急 
相模原 

東林間 

北里 

原当麻 

ライフスタイルの 

多様性の創出 

を目指すんだ！ 

目指すべき将来のまちのすがた 

『将来都市構造』と『まちのイメージ』 
STEP 

3 



〇今後の人口減少や超高齢化の進行を踏まえ、 

『社会情勢等の変化に柔軟に適応した集約連携型のまち』を目指します！ 

〇主要な軸が交差する都市として、豊かな自然資源を生かしながら、広域交流拠点の形成の推進等

を通じて、周辺都市との連携とともに、国内外から本市へのアクセスの向上を図ります！ 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊かな暮らしの実現 

都市活力の向上 

 自然環境の保全・活用 

中心市街地や地域拠点、更
には身近な生活拠点に都市
機能を集積し、拠点間を公
共交通等で結び、多様な住
み方ができるまちを形成 

圏央道、リニア中央新幹線等の広
域交通ネットワークを形成するこ
とで、経済や交流の圏域を拡大
し、更なる活力と魅力を創出する
まちを形成 

自然環境と都市環境を併せ
持つ本市の特徴を生かし、
人と自然が共生するやすら
ぎと潤いのあるまちを形成 

３つの視点に着目して、「ゾーン」「エリア」「拠点」

「軸」の４つの要素でまちの形を整理したのね！ 
 

目指すべき将来のまちのすがた 

『将来都市構造』の考え方と『３つの視点』 
STEP 

4 



生活圏域 
 

社会情勢等の変化に柔軟に適応した集約連携型のまちへ 

≪立地適正化を図る上でのポイント≫ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【 方針 1 】人口減少下でも利便性が維持される居住地形成 

防災・産業振興等を考慮しながら、人口密度と日常生活

に必要な機能の両方が維持される居住地を形成 

【 方針 2 】魅力あるまちなかの賑わい形成 

首都圏南西部の広域交流拠点としての機能誘導や生活圏域の

暮らしを支える高次機能の集積等による、活力と魅力の創出 

【 方針 3 】生活圏域を支える公共交通網の形成 

公共交通沿線の人口を維持しながら、拠点間や生活圏域

内の移動を支える公共交通ネットワークを形成 

【 方針 4 】柔軟性のある都市構造形成 

人口減少等の変化や、大規模な自然災害の発生にも対応できる都市構造 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都 市 部 

◆利便性の維持 
◆高次の拠点等の需要の多い箇所

の魅力づくり 
◆市街化区域縁辺部等における適

切な居住誘導 

中山間 地域 

◆既存都市機能の維持・確保 
◆災害ハザードへの対応 
◆都市部と中山間を結ぶネットワ

ーク等の確保 
 

☑拠点の類型や担うべき役割に応じて、生活圏域、拠点・集落間のつながりを形成 

☑周辺都市の拠点と連携・補完するものもある 

立地適正化計画基本方針 
STEP 

5 
 


